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序文/ 謝辞

本講究録は, 1999年 11月 29日 (月) から 12月 3日 (金) にかけて京都大学数理解析研
究所で開かれた研究集会 「解析的整数論とその周辺」 において講演してくださった方々か
ら, 後日提出していただいた (講演内容の要約, 若しくは講演に密接に関連した内容の) ご
原稿をまとめたものである。
数理解析研究所ではここ数年, 解析的整数論をメインテーマとする研究集会が, 毎年秋に
開かれている。上記の研究集会もその–つとして, 1998年の秋に企画されたものである。
この集会の計画は数理研の専門委員会において伊原康隆先生にご説明いただき, 幸いなこと
に採択していただき, 実現の運びとなった。この集会の趣旨をご理解いただき, 更に説明の
労までとってくださった伊原先生に深く感謝の意を表したい。また研究計画提案の協力者
になってくださった方々にも御礼申し上げたい。研究計画提案書を作成するにあたっては,
1997年度と 1998年度の解析数論の研究集会のそれぞれの研究代表者であった金光滋氏と
中井喜信氏から送っていただいた諸資料が大変参考になった。お二人にも感謝したい。特
に金光氏には, 研究集会のそもそもの企画段階から, 色々と相談にのっていただき, また欧
文 Proceedings に関することや外国人の招聰, 更に研究集会期間中のさまざまな些事に至
るまで, 実に多方面にわたってお世話になった。繰り返して謝意を表しておきたいと思う。
講演依頼は, 何人かの人々にはかなり早い時期から, 個人的に会った機会に意向を打診し

ていた。 また 6月には手紙で講演希望の有無を問い合わせたり, 適当な方の推薦をお願い
したりもした。そうやっていささか無節操に講演者を集めた結果, 計 35もの講演をプログ
ラムに組み込まねばならなくなり, 少々苦心したことを思い出す。 しかしそれでもなんと
か, 12月 1日 (水) の午後には free time を設けることができた。この午後には私自身は,
外国人参加者の何人かを含め, 10人あまりだったか, 少人数で銀閣寺など東山方面を散策
した。 この–行は途中で分裂したり, また合流したり, いつの間にかいなくなっている人も
いたりして, excursion というよりは単なる放浪に近いものだったかもしれない。
外国からの参加者は, J.Br\"udern (Stuttgart 大学), Chaohua Jia (中国科学院), S.Louboutin

(Caen 大学), A.Sankaranarayanan (Tata 研究所), Wenpeng Zhang (西北大学) の 5氏で
あった。 日本が初めてではない人も多かったが, やはり英語が通じにくい日本では色々と
とまどうこともあるらしい。今回は川田浩–氏, 金光滋氏, 岡崎龍太郎氏, 谷川好男氏, 神
谷諭–氏らが, 空港への出迎えや神戸のサリーショップへの案内など, さまざまな面で外国
人参加者の世話にあたってくださり, 大いに助けられた。
その他にも, 今から思えば多くの人々が今回の研究集会を支えてくれたと思う。秋山茂樹

氏は, この会のプログラムを氏が管理している解析数論のホームページに載せてくださった
ばかりか, 数理研のホームページへの掲載の実際の手続きもしてくださった。更に 12月 2
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日 (木) の懇親会の会場「ん」 も秋山氏の紹介で決めたものである。村田玲音氏には, 講演
依頼の方法その他について色々と相談にのっていただいた。名古屋大学の大学院生の方々
にも, 事務作業などで随分と手伝ってもらった。特にプログラムの TeX 丘 le は神谷諭–氏
に作成してもらったものである。これらすべての方々と, それからやはり事務的な側面で
研究集会の円滑な進行に尽力してくださった数理研のスタッフの方々に御礼申し上げたい。
会場入り口に置いてあった参加者名簿にお名前を記された方の総数は 99名であって, なか
なかの盛会であったと思う。
そして殆んどすべての講演者の方々が, ご多忙中にもかかわらず, この講究録のために
ご原稿を執筆してくださった。中には同時にアナウンスした, Kluwer 社から出版予定の
Proceedings にもご投稿くださった方も多く, 締め切りまでの時間もあまりなくて申し訳な
かったにもかかわらず, 多くの力作を本講究録にもご投稿いただき, 誠に感謝に堪えない。
そのおかげで本講究録は, 研究集会の殆んど完全な記録となっている。それは即ち, 今世紀
末の段階における日本の解析数論の状況の記録と言い換えても殆んどかまわないように私
には感じられる。そしてそれが更に, 研究者諸氏の今後の研究にとっての何らかの役に立
つような文献になることを願ってやまない。

2000年 6月 1日

松本耕二
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